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平成 28 年富良野市教育委員会第 4回定例会 

開催年月日  平成 28 年 8 月 24 日（水） 午後 4時 20 分開会 

開 催 場 所  富良野図書館 3 階教育委員会室 

出 席 委 員  

委員長  吉 田 幸 男 

委 員  津 山 正 樹 

委 員  山 田 淳 二 

委 員  菅 野 義 則 

教育長  近 内 栄 一 

欠 席 委 員  なし 

説明のために 

出席した者の 

職氏名 

教 育 部 長   遠 藤 和 章 

学校教育課長  稲 葉 武 則 

学校教育課管理係長  石 坂 征 和 

議 事 日 程  

日程第 1 会期の決定について 

日程第２  

議案第１号 平成 29 年度使用する教科用図書の採択について 

 議案第２号 平成 27年度富良野市教育行政評価報告ついて 

会議録署名委員

の氏名 

委員長は、会議録署名委員に次の委員を指名した。 

  菅 野 義 則 委員  

傍 聴 人 なし 

 

議事の経過 

開会 午後４時２０分 

吉田委員長 

 

 

吉田委員長 

 

近内教育長 

 

 

 

 

 

只今より平成 28 年富良野市教育委員会第 4回定例会を開会いたします。 

会議録署名委員には、菅野委員にお願い致します。 

 

次に、教育長事務報告をお願いします。 

 

平成 28 年 6 月 24 日から平成 28 年 8 月 23 日までの事務報告を致します。お手元の

資料に基づき、主だったものについてご説明いたします。 

6 月 30 日、教育行政評価委員の学校訪問を東小学校、鳥沼小学校へ訪問し学校経

営方針の説明を受け、授業参観、東小学校では給食試食を行いました。 

それから、第 1回学社融合推進委員会を開催し、今年度の事業概要、取組について

説明しています。 
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7 月 1日、富良野地区の中体連球技大会の各種競技が開催され、当日スポーツセン

ターで開催されたバスケットボール大会の開会式に出席し、その後テニス、卓球、

バレーボール、野球の会場を訪問し選手への激励を行いました。 

7 月 5日、上川管内教育委員会連合会教育長部会に出席し、教職員の交通違反の撲

滅などの服務規律の遵守、教職員のストレスが多くめだちメンタルヘルスの向上に

向け、ストレスチェックの制度導入にむけ今後管内の教育委員会で足並みをそろえ

検討していくという議題がありました。 

7 月 7日、樹海地区教育懇話会に出席し、児童生徒の減少が予測される中で、特に

中学校での課題・問題点を説明しながら子どもたちのことを最優先に考えた対応策

の適正配置を早急に考えまとめるべきではないかと、また地域からの求めがあれば

教育委員会としても案を出すことも考えるという説明をしています。 

7 月 12 日、教育行政評価委員会の中で校長会の会長、副会長に出席いただき、校

長会としての学校教育の取組状況を説明いただきながら、意見交換を行いました。 

7 月 15 日、ＡＬＴ退任式でこれまで勤務していただいた、ジョーダン・ピアソン

先生がオーストラリアへ帰国するため退任式を行いました。 

7 月 25 日、公立高等学校配置計画地区別検討協議会があり、平成 29年～31年度の

学校学級配置計画が示されており、道教委の方から平成 32 年度以降に向け、欠員

が 40 名以上の学校について適正配置の検討対象となることが示されています。私

からは、富良野緑峰高校が今年度 65 名の欠員があるが、特色のある教育を行うと

いうことで、小中高一貫のふるさとキャリア教育のモデル事業の指定を受け、合わ

せて本市の地方創生の総合戦略の中に位置付けられており、地域を担う人材づくり

を進めているため、検討の対象としないように要請しました。道教委からの回答は、

地域の特色のある教育を進め、地域に必要な人材育成を行っている高校について

は、再配置の対象とは現段階で考えていないという回答でした。 

同日に、コミュニティ・スクール研修会があり、文科省のコミュニティスクールマ

イスターの講演、上川南部からは占冠村の教育委員会の事例発表などがありまし

た。 

7 月 26 日～27日、北海道都市教育委員会連絡協議会定期総会に教育委員 3名と共

に出席し、特に授業改善、特別支援、地域資源を活用した教育についての話題とし

た分科会で、各都市の取組状況について話し合いを行いました。 

7 月 28 日、少年野球国際交流台湾チームが市長表敬訪問行い同席しました。あい

にくの雨で、試合を 30日に 2試合の交流試合を行いました。 

8 月 5日、ＡＬＴ着任式で、フィリピンからマイケル・クリソストモ先生が着任し

ています。 

以上です。 
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吉田委員長 

 

 

 

 

吉田委員長 

 

吉田委員長 

 

 

 

 

 

吉田委員長 

 

吉田委員長 

 

 

 

遠藤教育部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吉田委員長 

 

山田委員 

 

只今の教育長事務報告について、何かご質問、ご意見等ございませんか。 

 

《各委員より「なし」の声あり》 

 

 

無ければ、次に進みます。 

 

これより 議題に入ります。 

日程第一 会期の決定についてお諮り致します。 

会期については、本日一日と致したいと存じますが、これにご異議ございませんか。 

 

《各委員より「異議なし」の声あり》 

 

ご異議なしと認めます。よって、只今お諮りのとおり決しました。 

 

日程第 2に移ります。 

議案第１号を議題とします。 

議案第１号「平成 29 年度使用する教科用図書の採択について」を説明願います。 

 

議案第 1 号 平成 29 年度使用する教科用図書の採択について、ご説明申し上げま

す。 

 本件は、義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律に基づき、本市に

おいて平成 29 年度使用する小学校教科用図書及び中学校教科用図書について採択

するものでございます。 

 平成 27 年度からの小学校教科用図書につきましては、平成 26 年 7 月に。また、

平成 28 年度からの中学校教科用図書につきましては、昨年 8 月に、それぞれ上川

管内の旭川市を除く 22 市町村で構成される第 6 地区教科用図書採択教育委員会協

議会において政令に基づき、それぞれ 4 年間採択されているところでございます。 

 採択地区協議会を構成する市町村の教育委員会は、協議会が決定した教科用図書

を、種目ごとに同一の教科用図書を毎年 8 月 31 日までに採択する必要があります

ので、平成 29 年度に使用する小学校教科用図書及び中学校教科用図書について別

紙のとおり採択を提案するものでございます。 

 以上、よろしくご審議のほど、お願い申し上げます。 

 

只今の説明について、ご質問、ご意見等ございませんか。 

 

教科書について、公平という考え方はないですか。 
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近内教育長 

 

菅野委員 

 

近内教育長 

 

 

吉田委員長 

 

 

 

吉田委員長 

 

 

 

遠藤教育部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容を重視しています。 

 

出版社については、かなりの数がありますか。 

 

1 種目ごとに 5～7の出版社があります。 

 

 

他に無ければ、議案第１号について同意することにご異議ございませんか。 

 

《各委員より「異議なし」の声》 

 

ご異議なしと認めます。よって、原案のとおり決しました。 

次に、議案第２号を議題とします。 

議案第２号「平成 27 年度富良野市教育行政評価報告について」を説明願います。 

 

議案第２号 平成 27 年度富良野市教育行政評価報告について、ご説明申し上げま

す。 

本件は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律の規定及び教育行政評価委員

会設置要綱に基づき、毎年、教育委員会の権限に属する事務事業の点検・評価と学

校第三者評価を行い、その結果を報告書としてまとめ、効果的な教育行政の推進と

行政評価の透明性を図るため、市議会への提出並びに市民への公表を行っておりま

す。 

平成 27 年度分の評価につきましては、学識経験者 4名を評価委員とし委嘱をし、

各委員の知見を活用した教育行政評価委員会を 5月から 8月にかけて開催し、この

度、別紙報告書案の通りまとめたところでございます。 

評価報告書の内容でございますが、5ページから教育委員会の活動点検・評価を

また、13 ページから事務事業点検・評価として 56事業を評価対象事業とし、それ

ぞれの目標に照らし合わせた成果を基に内部評価を行い、必要性、有効性、効果性

などを各分野別において点検し、各委員より 18 項目にわたる質問をいただきなが

ら、担当課との意見交換を実施し、課題や今後の対応策をまとめました。 

事務事業の評価は、評価基準に基づき達成度、効果度をそれぞれＡ、Ｂ，Ｃ，Ｄ

の 4段階で評価し、3ページに集計結果を掲載しておりますが、全てＡランクまた

はＢランク評価となったところでございます。 

学校第三者評価につきましては 73 ページから掲載しておりますが、より良い開

かれた学校づくりを目指すものであり、評価の方法は、国が示す「学校評価ガイド

ライン」を基本に 16 項目 25 観点の評価項目について各学校で自己評価を行い、こ

れを受けて、教育行政評価委員が「学校自己評価」や「学校関係評価」を基に、2

校の学校訪問を行うとともに校長会会長、副会長との意見交換を踏まえながら、評
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吉田委員長 

 

菅野委員 

 

遠藤教育部長 

 

 

吉田委員長 

 

 

 

吉田委員長 

 

 

価は各項目に対する行政評価委員から出された項目に対する意見などをまとめて

おります。 

なお、教育行政評価委員会からは、総体的に実践が進み、事業効果は毎年向上し

期待通りの効果が出ていると高い評価をいただきました。 

また、本報告書につきましては、9 月に開催されます平成 28 年第 3 回定例市議

会で議会へ報告をし、その後市民への公表を行ってまいります。 

以上、よろしくご審議のほど、お願い申し上げます。 

 

只今の説明について、ご質問、ご意見等ございませんか。 

 

評価委員会が期待するものは何かありますか。 

 

教育委員さんの研修の関係で、昨年はなかったのですが道外研修の部分で目的意識

を持ち、市の課題解決に向けた研修を行ってもらいたいという意見がありました。 

 

無ければ、議案第２号について同意することにご異議ございませんか。 

 

《各委員より「異議なし」の声》 

 

以上で、本日の議事はすべて終了致しました。 

これをもって平成 28 年富良野市教育委員会第 4回定例会を閉会いたします。 

 

 

閉会 午後４時３５分 

 

 


